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非同盟運動前史研究のこぼれ話

一昨年はアジァ・ アフリカ会議 (「バ ンドン会議」 )

の30周年,昨年は非同盟運動発足25周年に当り,それぞ
れの関係諸国が参集 して記念式典が催され,記念宣言が
発せられるなどの行事があった。これら関係諸国政府の

公式の「統_解釈Jに よると,「バンドン会議Jと 「バ
ンドン十原則」は非司盟運動の原点とさ礼 大多数の内

外σDOF究者の定説で もそうされている。これに対 しイギ

リスの国際政治学者で,異色のあるリト同盟研究者 Peter
Willetts教 授は「バンドン会議」は非同盟運動の「先[□

などではなく,こ れを 日京点」などと見る見解は非同盟
に「虚構のルーッJ(“ false rOOts")を 付する謬見と

一蹴 している (Peter Willetts:“ The NOn―Aligned

lNIOvement― the Origins Of a Thirdヽ VOrld Alliance,''

1コondOn,1978)。 いささか勇み足のアンチ oテ ーゼだ

が駁論の根拠には検討に値する点がない訳ではない。

ところで,近年, アジア現代史家の間でも50年代アジ
アの Is」際関係の見直しという問題意識が出ているそうだ

が,私 もそのひそみにならって,昨春停年退職 した大東
文化大学東洋研究所での最後の御奉公ということで

はバ

ンドン会議と50年代のアジア』という共同研究報告書の

監修・執筆に当らせてもらった (1985年 3月 刊 )。 その

過程でのこばれ話を二,三記してみたい。

国際政治史の研究者にとってのひとつの悦びは,重要
な国際事件等の一次資料の公開や関係者の國l顧録, 日誌

等の公刊によって事実が分り]し新たな分析角度が与えら

れることだろう。私も前述の研究の過程で他の共同研究

者からの示唆や教示のおかけでそのような悦びにひたる

ことが出来た。たとえば「平和五原則」がはじめて明記

されるのは「インド=チ ベット間の通商・交流に関する

中印協定」前文であるが,こ の協定の締結に当ったイン

岡 倉 古 志 郎 (ア ジア・アフリカ砂F究所)

ドの外交官 T No Kaul(1913～ )(1950～57,北京人

使館参事官,つ いで公使,代理大使,外務審議官)の回

顧録 (T.N Kaul:“ Diplomacy in Peace and

いFar― Recollections and RefloctiOns,"U P ,

India,1979)や その裏11資料としての i■t修権 F在外交

部八年的経歴』 (世界知識出版社,1983年 ),爾

`仲

明暢談

「和平共赴五原則的声生及其影鳴J(『世界知識コ,1983

年24期)な どである。とくに Kaulの本は,中印交渉の

表裏,関係人物評など詳細を極めるが, とくにインド代
表団がネルー首相の]1令 もあって

「
平和五原則」を協定

中に明記することを lF・ 執したのに対 し,章漢夫の中国代
表l■l長が頑強に反対 し,あわや決裂の F・■問,周恩来の調

停で協定前文に入れて落着するくだりなどは,協定成立

後中Jが「平和五原則」を対アジア外交のシンボルに掲

けて行った事実と照らせば謎としか言いようもない。

また,「バンドン会議Jの事務総長をつとめ準備段階
から終了後までの内幕を知悉 したRoeslan Ab dulgani

の回想記的記録 (R.Ab dulgani:“ The Bandung

ConnectiOn― the Asia― Africa Conference in Band_

ung, 1955," English translatiOn, Gunung Agung,

Singapore,1981)は,題名を見ても芝居気たっぶりな
著者の才筆とあいまって,「事実は小説よりも奇なり」
の感を深くする。「バンドン」を準備したボゴールでの

東南アジア五カ国首脳会議で激論となった台湾の参加拒

否,中 国の招請という方針を,「バンドン会議」ボイコ

ットも辞せずとして反対論を封殺したのがネールではな

くビルマのウー・ ヌー首相であった劇的な一幕もヴィヴ

ィドに綴られている。推理小説好きの私には, まことに,
こたえられない数ページである。
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秋季研究大会概況

第 1日 (10月 18日 )

1.「 日米安全保障比較 J部会

1日 米間における同盟政策の相違―― 古田茂とジョン

・ フォースター・ダレスのオペレーシヨナル・ コー ド分

析を手がかりとしてJと 題する上山賃男会員の報告は ,

日米間の同盟l政策の相違が意tt決定者の信条体系の違い

によるところが少なくない点に着日し,日 米同盟の枠組

たる日米安保条約の交渉者であった吉田茂と J・ ダレス

のオペレーショナル・ コー ドの違いを通 して両国の同腎I

政策の相違を浮き彫りにしたユニークなものであった。

一方 , 1日 米両国の脅威認識の差異について |と 題した

阪中友久会員の報告は,日 米両lTlの脅威認識の主観的側

Frに焦点を合わせ,0蓋然性と可能性の視点 ,②脅威の

顕在性と潜在性の視点など 4つ の基準に基づいて認識の

落差を時系列的に トレースしたもので,成熟期に達 した

日米安全保障関係の今後を考察するうえで貴重な論点が

浮き彫りにされた。フロアーとの討論の時間が少なく,

堀りさげた議論の展開にまで至らなかったのが惜 しまれ

てならない。

(「 日米安全保障比較」部会古〕会者・山本武彦)

2「アイゼ ンハ ワー政権期の米国対外政策」部会

このセッションでは,中進啓示会員による朝■体戦に

関するもの,お よび高松基之会員による米国の対ソ軍事

脅威認識に関するもの,の二つの報告があり,そ れに対

して菅英輝会員によリコメントが加えられた。

中進報告は,上としてアイゼンハワー政権が原爆使用

の脅 しにより中国側を威嚇しながら,休戦交渉を成功に

導いたとするロバート・ディヴァインらのこれまでの議

論に対 して反証を加えようとするものであった。

高松報告は,近年解禁されたNSCな どの米lJAl政府文

書を検討しながら, アイゼンハワー政権が発足時に策定

した「大量報復」政策は年月の経過と共に部分的修正を

余儀なくされていったと結論づけている。

両報告とも「大量報復J戦略の有効性如何という点で

共通の問題を含んでいるが, ともにアイゼンハワー「再

評価論」を乗り越えようとする姿勢と意気込みを感 じさ

せるものであった。

(「 アイゼンハワー政権期の米 F■J対外政策」

部会司会者・石井 修 )

3.「 アフリカ研究 J部会
アフリカ研究部会は秋季研究大会第一日 (10月 18日

土)午前に,次のプログラムにしたがって開催された。

「ナミビア独立問題の展開とその現状J 青木一能

「南アフリカ共和国の対南部アフリカ政策 ―一―全面戦略

(ト ータル・ストラテジー)を中心にJ   林 晃史
ディスカッサント            井上一明

司 会 小Ll英郎

まず青木報告では,70年代後半から80年代にかけてのナ

ミビア独立問題の急激な進展とその後の行き詰まり状態に

関する分析がなされ,各行為主体 (南 ア政府,S WAPo,
C G,FLS, 米国など)の影響力,相互関係の変動が
論じられた。次いで林報告では, 1977年の国防白書で打

ち出された南アの「全而戦略Jの狙いとその具体的展開が

論 じられ,それ以前の時期の周辺諸国に対する「デタント

政策Jと の対比,将来の展望について質疑応答が行われた。

(「アフリカ研究」部会司会者 。小田英郎 )

記 念 講 演 第 一 部

(1)「 平和の公共哲学を求めて J

永  井  陽之 助 (理事長 )

日本の国際政治学において遠心化 (専門分化)と 求心

化 (総合化)の二方向が見られるが,「制度化された科

学」 (ノ ーマル・サイエンス)ではなくモラル・サイエ

ンスの復権,特 に平和の生態系をもたらす公共の哲学の

重要性を強調したい。

社会科学において「真であって自明でない」一般定理

は極めて乏 しいが, これ |ま その対象そのものの性格に起

因する。社会的現実は「ポリセティック (多配分的)な

組合せの個別的特性」を持っており,平均値に収敏する

ことはない。従って例外事象の研究が実りある成果を生

む。

戦後40年の「長い平和」 (大国間の戦争が回避されて

いる状態)は「戦争と革命の世紀Jの例外ケースである。

これは生じていない結果 (核戦争や大恐慌)についての

意図の推定という難問をつきつける。また,現代の複合

的相互依存による複雑怪奇なブラック・ ボックスが介在

するため,「 自己充足的予言」や「逆流効果 Jに よる

「意図せさる結果」が生じる。基本的価値の対立にもか

かわらず,よ り悪しき状態 (核戦争や大恐慌)を回避し

ようという点ではグローバル・ コ ンセ ンサスがあり,

「水晶球効果」がはたらいている。      .
こうした現状においては,既存の「特定病因論Jパ ラ

ダイムにかわる新たな生態学的パ ラダイムが求められる。

それは悪との共存を可能とする,核時代における平和の

公共哲学の中心概念となるべきものであり,「庭師」の

手法を重視するものである。
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(2)「 中国革命史における社会主義」

胡 華 (に,国人民大学教授)

国際政治学会成立30周年の記念講演の第二は,中国革
命史および中|」共産党史の第一̂人者 ―――中国人民大学の

胡華教授を招いて,建国以来35年の中国の歴史のなかで

社会主義をどう位置づけるか論じてT_ilく ものであった。

胡華教授は,1921年生まれ。1950年から中国人民大学

につとめ,50年代に『中国新民主主義革命史コ, 
に
中国

革命史講義」などの名著を発表し′て以来, この分野での

第一人者である。現在,全国中共党史研究会の常務冨1会

長でもある。大変残念なことに,大会直前に胡華教授が

急病で人院され,訪 日が不可能になった。記念講演は,

かって胡華教授に教えを受け,現在国際大学 (新潟)の

客員研究員として滞日中の黄暁京氏がペーパーを代読す

ることとなった。講演要旨は次のとおり。

建F]後 の中国は, 10月革命後の戦時共産主義の失敗

とレーニンの新経済政策を学び,それに中ETlの独創を加

えた。しかし,当初 15年間で社会主義改造を実現する予

定を,た った 5年間でやりおえたこと,政治面での民主

主義の欠如などのために賠」題が生 じ, とくに,大躍進か

ら文化大革命にかけて,中 LTlに おける社会主義は科学か

ら空想へと逆転 してしまった。たが,1978年 12月 の三中

全会以後,中国は立ち直った。対外開放,経済の活性化 ,

民主と法制の強化,物質文明と精神文明の発展,そ して

中共を指導者とする多党協力,「一国家二制度」などの

新政策を進め,新 しい「中国の特色をもった社会主義 J

の創造をめさし′ている。

第 2日 (10月 19日 )

1「 日本外交史」部会

波多野   勝  「米匹:戦争と日本一――フィリピン独
立運動と日本の対応――」

斎 藤 聖 二  「反門事件と恵州起義一 ―布引丸事
件再考―― J

両報告は1899年 の布引丸事件をはさんで密接に連続す

る問題を取上げており,報告内容 も共通の問題関心に基
づくものであった。波多野報告は, 日清戦争後の日本の

南方関与,米西戦争から米比戦争への展開と布引丸事件
との関係に触れ,特 にフィリピン独立運動への日本の対
応に焦点を当て,中村弥六の「布引丸事件秘録」の再評
価を試みた。斎藤報告は反門事件の真相の究明,中村断
罪の再検討を目指したもので,特 に反門事件をめぐる従

来の「政府豹変説Jと「出先暴走説Jの比較検討に力点
が置かれた。報告後,初瀬龍平会員,大山梓会員,五百
旗頭真会員その他から質問があり,活発な議論が展開さ
れた。 (「 日本外交史」部会司会者・ 藤井昇三)

2.「世界 システム論の再検討」部会

1986年の 5月 に刊行された『 Lfl際政治Jは 世界システ
ム論を特集したものであった。近年注目されている「世

界システム論Jは雑多な方法論的伝統を内包するもので

ある。巨視歴史社会学,比較経済史,従属論,行動科学 ,
ミクロ経済学,哲学 。現象学などがとりわけ目立つもの

である。

部会における山本古宣会員の報告は「覇権論」を批判

的に整理検言」したものである。覇権安定について,その

主要な領域と覇権国 (と その他の国々)の支払い構造に

焦点をあてて,Kindleberger― Kcohane― Krasner,

Wallerstein,Modeklski,Organskiの 理論をサーベ

イした。

野村昭夫会員の報告は Wallersteinの 理論に絞って,

広範囲に問題点を取り上げ,経済史の立場,と りわけ,
「自由貿易帝国主義」の立場にたって, こんせつにしか

も批判的に検討したものである。

きわめて多岐にわたる質疑応答がなされた。より活発

な議論の展開が十分期待できよう。

(「 lll界 システム論の再検討」訓
`会
司会者・猪 [」 孝)

3「 自由論題」部会

本部会では,黒 川修司「対 ソ輸出を巡る米 L」 政治

(1979-85)一 ―輸出管 Fll法を中心として一― Jと エル

ビディオ 。R・ サンタ。ロマーナ「戦後フィリピンにお

ける国家形成Jの二幸‖告が行われた。黒川会員は米国の

輸出規制の意図を分析 しつつ,そ の機能が controlか ら

administrationへ と変化してきた点を指摘し, またそ

の実施過程における政府と実業界,国防総省と商務省等
の対立の検討を通 して,安全保障と貿易の相克なとこの

政策の問題点を明らかにした。討論においてはとくに

fOrelgn availabilityや controllabilityの 困難性に

ついて議論がなされた。ロマーナ氏はフィリピンのよう

な周辺国家では,国家形成の度合を国民から余乗」を税金

等の形で吸引する国家の能力で計測できるのではないか

と論 じ,マ ルコス政権期について統計資料をもとに分析

し,国家の組織能力改善の側面と他方でその限界を指摘

した。討論では方法に関 して批判が出される一方, とく

にフィリピンにおける研究状況について意見が交わされ

た 。 (「自由論題」部会司会者 。新川健三郎)

記念講演第二部

(1)「国際関係の理論一一地方的か国際的か ?」

K.J.ホルスティ

(プ リティッシュ・ コロンビア大学教授)
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国際関係の研究は,倫理的 。道徳的関心に基づくもの

である。それゆえに,唯一絶対の理論は存在しない。し

かしながら,現在の国際関係の諸理論には, 2つ の偏狭

性 (ParOchialism)が 見られる。第一に,世界各国の

研究者は,知識の生産 。消費について非対称的な関係に

ある。たとえば, アメリカでは自国の研究者による業績

に関心が集中され,他国の研究成果があまり活用されて
いない。これに対 して,カ ナダ 。オーストラリア・ イン

ドでは,逆に,外国の研究への依存度が高いのである。

しかし,ア メリカの研究はアメリカ的な見方に拘束され

ており,他国においても妥当するという保障はない。

第二に,理論の多元性を認めず,唯一絶対の正統理論

を追求 しようという考え方が存在する。この立場をとる

研究者は,研究対象や方法論自体が研究者自身の価値観

に影響を受けているということを認めようとしないので

あるcこ のような態度では,他国の研究成果に対しても

無関心になってしまい,研究者間の相互交流は望めない。

国際関係には唯一の正統理論なるものは存在せず,様々

な見方があるのたということを認めてこそ,複雑な現実
へ近づくことができる。

(2)覇 権喪失の神話

ス ーザ ン・ ス トレン ジ

(ロ ンドン・スクール・オブ・エコノミックス教授 )

今ロアメリカの学会では覇権安定理論が流行 しているc

その立脚点は,喘権国の存在と1可際システムの安定との

相関関係,つ まり強大な力をもつ覇権国が存在するとき
国際秩序は安定 し,逆 に覇権 lTNlが衰退すると[J際 システ
ムは不安定になる.と いう仮説である。覇権理論によれ

ば,現在のLl際経済秩序をめぐる諸問題の源泉は, アメ

リカの覇権が衰退 したことに求められる。しかし, この

ような見方は妥当であろうか。,F倒 的な軍事力.Fi大 な

ノt産力,基軸通貨であるドルを背景とした金融面での力 ,
高度な研究開発能力といった構造的パヮーの点では,依
然としンでアメリカは覇権国の地位にある。 したがって国

際経済の混乱は, アメリカの覇権衰退というlrl際 システ

ムの文脈ではなく,行政府と立法府の力関係の変位など
アメリカの国内的文脈か ら説Bllす る方が的を得ていよう。

過去の歴史に照らして, またアメリカの実態に照らし

てもはなはだ妥当性を欠く覇権lly論がもてはやされると

いう事実は,われわれ非アメリカ人fI「究者の反省の必要
をも合意する。われわれは, アメリカ学会の主流派の見

方を無批判に受け入れるのではなく,少数意見にも傾聴
tン , さらに国際的な学会活動の中で批判精神をもち積極

的に発吾するよう努力しなければなるまい。

編集委員会だより

編集主任 木  戸    翡

機関誌第89号 (1988年 9月 刊行予定,佐々木雄大編集
委員担当)の仮題は「戦後世界秩序の諸前提一―第二次

大戦の性格と終結の態様」と決まりました。御関心のあ

る方は佐々木会員または木 ll洋一会員に御連絡下さい。

そのつぎの第90号の編集は阪中友久会員が担当すること

になりました。なお,前号に掲載した予定通知に,第 88

号
F現
代アフリカの政治と国際関係J(ノ Jヽ日英郎編集委員

担当)についての記述か抜けましたことをお詫びいたし

ます。

機関紙第89号『 戦後世界秩序の諸前提一一

第二次世界大戦の性格と終結の態様―― 』

(仮題)の原稿募集について

第二次世界大戦の性格と終結の態様および戦後秩序形

成過程を,次のような視角で史的に考察 しようという企
画です。(1)戦争を戦った様々な主体 (あ るいは地域 )に

即 して, “それそれの戦争 "の意義と結果を問う。大戦
は連合国側の場合, “反ファシズム "理念に統合された

が,戦争の個々の主体にとって戦争の第一義的意義や日
的は何であったか。また, “それぞれの戦争 "の遂行と

終結に “反ファシズム "の理念がいかに作用したか。②

戦後秩序形成過程を大戦の基本的性格および “それぞれ

の戦争 "の意義とのかかわりで見直す。その際,大戦終
結の態様あるいは戦後処理が,今 日の Tbl際 政治状況や個
々の主体 (地域)の今日の在り方に投げかけている問題

に留意する。Bに れまでの大戦史や「冷戦」起源史の視

野からは見落とされがちだった地域や行為主体に着目し,

また民衆史的視点に留意する。

特定の地域または行為主体 (そ の設定は自lHです)を

対象とし,分析の時期を主として大戦期から50年代初頭

までとする資料実証的な論文を求めます。原稿枚数は

400字 50枚 ,締 切は1988年 3月 末です。執筆ご希望の方

は論題と要旨 (1600字程度)を 87年 3月 末までに 卜記ヘ

お送り下さい。

編集担当者 佐々木雄太
〒464 名古屋 lf T種区不老町

名古屋大学法学部

電話 052(781)5111 内線 2339



学会活動報告 (1986年 8月～10月 )

8月 25日 理事 。監事選挙管理委員会開催
9月 5-8日  学会創立二十周年記念国際シンポジウム

開催

10月 17日  運営委員会・記念事業委員会合同会議開催
(青山学院大学)新入会員31名を承認
理事会開催 (青学会館)

18-19日  秋季研究大会 。学会創立三十周年記念式
典開催 (青山学院大学)出席者370名  懇親
会出席者 200名

18日  新理事会開催 (青山学院大学つ 理事長に宇
野重昭理事,副理事長に平井友義理事を選出

事務局だより

新任理事・監事名簿

理事 (1986年 10月 ～ 1988年 9月 )氏名

有賀 貞,IL百旗頭真,池井 優,石川忠雄,宇野重昭,
浦野起央,衛藤渚吉,大畑篤四郎,大畠英樹,緒方貞子,
岡部達味,神イヽ不二,鴨 武彦,川田 侃 ,木戸 翁 ,

Fl坂正尭,佐藤栄一,関 寛治,高柳先男,谷川榮彦 ,
永井陽之助,中嶋嶺雄,馬場伸也,平井友義,福田茂夫,
藤井昇三,細谷千博,本問長世,松本二郎,武者小路公
秀,百瀬 宏,矢野 暢,山本 満,蝋山道雄,渡辺 昭夫
監事 (1986年 10月～ 1988年 9月 )氏名
内山正熊,須之部量三,吉村健蔵

<英文パ ンフ レッ トに関す るお知 らせ >

学会の歴史・組織・活動状 71tな どを海外の方々に紹介

するための英文パンフレットが出来上りました。対外交

流委員会が中心になって作製したものですが, 9月 の国
際シンポジゥムの際に配布し,好評を得ました。必要な
方は事務局へお問合せ]さ い。

研究分科会の近況

東 ア ジ ア 分 科 会

中 嶋 嶺 雄 錬 京外国語大
′
彎1)

1986年度春季研究大会 (名 古屋大学)の機会に第16回

本分科会が行われ,楊合義会員 (台湾国立政治大学国際関

係センター・東京特派員)と河原地英武会員 (東京外国語

大学Frl際学修士)の報告を受けた。また,デ ィスカッサン

卜として池上貞一会員 (愛知大学)が両者の報告を概括さ

れ,その問題点を指摘された。

楊会員は「第一次国共合作について」と題する報告で国

共合作の成立過程を 1920年代のソ連の革命観,コ ミンテ
ルンの指示,国民党左派と中国共産党の活動に即して詳し
く紹介した。また河原地会員は,「ソ連の外交政策と中国
革命Jと 題して報告し, 1940年代の中ソ関係を概観し,
ソ連と国民政府及びソ連と中国共産党の関係について主要

な問題点を指摘した。両会員の報告はそれぞれ共通するテ
ーマを含んでおり,当 日参加した24名の会員の中からも活
発な質疑が行われ,有益な討論であったと喜んでいる。

国 際 交 流 分 科 会

杉  山   恭  (青 IL学院大学)

当分科会の前回報告以降の活動状況は下記の通りです。

第31回研究会  9月 26日  小林登志生 (甲子園大学 )
「現場から見た国際交流の問題点J 青山学院大学門
島記念館

第32回研究会 11月 14日  斎藤 洋 (駒沢大学 )
「国際交流としての情報の流通について一―条約規定

による情報の流通の現状分析と課題J 青山学院門島
記念館

第33回研究会 12月 12□  大熊忠之 (日 本国際問題研究
所)「情報化時代とEl際交流J 青山学院大学門島記
:念貪官

なお,1987年度当初は次の研究会を予定しています。

第34回研究会 1月 30日  10t田 孝道 (津田塾大学)「西
欧移民問題における文化葛藤一― フランスを中心にし

てJ tt b学院大学門島記念館第 11会議室 ,午後 3時
～ 5‖寺

第35回研究会  2月 13日  岩鳥久夫 (防衛研修所)「新
しい危機シナリオと国際情報管理の考え方J 青山学
院大学門島記念館第11会議室,午後 3時～ 5時
本分科会では,現代のEIF際関係において,国家・社会
間の相互イメージ,パーセプション,国内 。国際世論,
国際コミュニケーション,文化交流,技術移転,国際理
解教育等の社会 。文化的要lAlが果たす機能 。役割,相互

作用・影響等について,理論的 。実証的かつ学際的 。国
際的な研究を行うことを意図しています。当分科会の活

動に関心おありの方は,下記に御連絡下さい。
日本国際政治学会LTl際交流分科会事務lp」

〒 150 東京都渋谷区渋谷 4-4-25
青山学院大学国際政治経済学部 417号 室
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30周 年記念事業募金についての

ご報告とお礼

30周年言己念事業委員会委員長 永井陽之助
同   募金委員会委員長 り|1田   侃

会 員 各 位

一昨年来,上記の記念事業の資金作りとして,当学会
では,募金委員会を中心に募金活動を行ってまいりまし
たが,学会内については,去る10月 31日 までに407名 に

上る多数の会員の方よりご協賛を頂きました。また学会

外についても,神奈川県庁をはじめ財界 。新聞出版界 ,

各種の学術振興のための基金・財団等にご協賛をお願い

致しましたところ,広い範囲にわたって絶大なご支援を

頂くことができました。ここに,学会外からのご協賛者
名,基金 。企業等の名称一覧,な らびに会員名 (ア イウ
エオ順)の一覧を記載し,併せて学会内外からのご協賛に

対し,30周年記念事業および募金委員会を代表して,衷
心より感謝し厚くお礼申し上げます。

日本国際政治学会創立30周年記念事業募金

(会員外)御協賛者・基金・企業等一覧

1 個人 (募金発起人・敬称略)
芦原 義重, 石川 忠雄, 中山 素平, 長洲 一二
花村仁八郎, 平岩 外四, 松本 重治, 水上 達三
山下 静一
2 地方自治体
神奈川県

3 学術交流振興基金・財団等
国際交流基金,M匡 1際経済交流財団,lul稲盛財団,M吉
田国際教育基金,1動鹿島学術振興財団,細日本経済調査

協議会,囲匡1際文化会館

4 新聞界諸企業
(関朝「]新聞社,仰読売新聞社,欄日本経済新聞社,脚毎
日新聞社,鞠中日新聞社,卸サンケイ新聞社,信濃毎日

新聞llll,他共同通信社,欄時事通信社,卸ジャパン。タ

イムズ

5 出版・印刷界諸企業
陳ダイヤモンド社,大 日本印刷仰 ,(株岩波書店,帥中央

公論社,凸版印昂llla,欄講談社,脚文芸春秋,卸TBS
ブリタニカ,卸紀伊国屋書店,(株学生社,東京書籍抑 ,

鞠日本放送出版協会,卸サイマル出版会,欄平凡社,欄
小学館,欄三省堂,自巌南堂書店,欄理想社印婦」所,卸
有斐閣

6 金融界協会
鶴東京銀行協会 ,1神全国地方銀行協会 ,鮭生命保険協会

田日本損害保険協会 ,1/1】官託協会 ,体」全国相互銀行協会

7 産業界協会・連合会等
電気事業連合会,田日本自動車工業会 ,171日 本鉄鋼連盟

日本製薬団体連合会,社〕日本建設業団体連合会,田日本

ガス協会 ,石油連盟

8 産業 。金融 。商事等の諸企業
東京電力仰 ,関西電力蠅 ,東京瓦斯脚 ,大和証券棟,日

興証券豫 ,野村証券鞠 ,山一証券棟,サ ントリー脚 ,東

亜燃料工業燎 ,味の素鞠 ,ソ ニー欄 ,日本アイ。ビー・

ェム1株 ,大正海上火災保1癸鞠 ,秩父セメント鞠 ,llkl三越

明ギャラリー鬼頭,鞠関電工,国際電信電言番ル機,株電通

三菱化成工業1和 ,麒麟麦酒仰 ,伊藤忠商事掬,三井物産

備 ,三菱商事鞠 ,住友商事練 ,丸細株,日 商岩チ「17110,大

和ハウスエ業仰 ,松下電器産業明 ,森 ビル開発抑,三菱

地〕71用 ,鞠 /」 松ヽ製作所,古河電気Jl業脚 ,脚 リコー,住

友化学工:業腺 ,川崎重工業株,暇資生堂,旭硝刊開,日

本電製事機,ABC開 発神,仰文化財研究所,大木至事務
所,エ ヌ・イー・ ジー建IZ欄 ,勝ふl田製作所,住友電気
工業鞠 ,富士ゼロックス鞠 ,積水ハウス仰 ,卸日本ダイ
ナースクラブ,東急不動自株,大塚製靴腑 ,出光興産石

油化学帥 ,オ リエント・ リース体和,日本板硝FI10

日本国際政治学会創立30周年記念事業募金

会員御協賛者一覧

□   赤木 完雨,明石 陽至,秋山 光材
秋古 祐子,浅香 幸枝,麻田 貞雄,荒井  功
新井 邦子,荒川  弘,有賀  貞,安藤 次男
口   飯田 敬輔,飯野 正子,五百旗頭真
五 卜嵐武士,池井  優,池亀 貞雄,池田  清
池田 十吾,池田 善昭,石井  明,石井摩耶子
石川 孝樹,石川 忠雄,石原  司,石原 直紀
石本 泰雄,伊豆見 元,泉  昌一,板垣 哲史
板垣 雄三,板垣 与一,一柳 豊勝,伊手 健一
伊藤 皓文,伊藤昭一郎,伊東 孝之,伊藤 陽一
糸永  新,稲垣  ■iS,伊能 武次,井 ト  ヂ
井 L  ―,井上 勇一,猪口 邦子,猪 口  孝
伊原吉之助,今城 義隆,今村 之治,入江  昭
入口 善久,岩島 久夫,岩□ 賢司,岩本祐二郎
回   L―I井 久和,宇多 文雄,内□ 孟男
内山 正熊,宇野 重昭,梅村 光弘,浦野 起央
海野 芳良B  □  江日 本卜郎,江日雄次郎
江尻  進,江頭 数馬,衛藤 藩吉,遠藤 晴久
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困

大隈  宏,
大田 勝洪 ,
大原 祐子 ,
岡部 達味,
小川 敏子 ,
小此木政夫,

呉 正 菖 ,
香島 明雄 ,
勝部  元,
金丸 輝男,
上条 末夫 ,

暢  武彦,
川野 叱明,
菅  友彦 ,
菊井 祀次 ,
木戸  翡 ,

木村 明生 ,

木村 昌人,
具島兼二郎 ,

栗野  llll,

高  費雄 ,

「]分 良成 ,
五島 文雄 ,
小林 武治 ,
日

斎藤 鎮り〕,
阪中 友久 ,
llH L」 iF敏 ,

定形  衛
`

佐藤 Fi須言1,

IJ

白鳥  令,
杉江 榮一 ,

須藤 真志 ,
巣山 靖司
添谷 芳秀
高杉 忠明,
高橋  悠 ,
高屋 定ETl,
武内 辰治,
出中  勇,
谷川 栄彦,
□

土屋 健治,
□

大内  穂 ,
王子 天徳 ,

大畑篤四郎 ,

大平 善梧,
岡本 幸治,
奥野  栄 ,
落合 忠士 ,
呉 忠 根
鹿島 正裕 ,
加藤 俊作 .

金子  譲 ,
神谷 不二 ,
加茂 雄三 ,
川端 正久 ,
菅  英輝
菊地  正

,

木畑 洋一 ,
木村 l_三 ,

清野  健
久住 忠男

,

栗原  健
上坂  昇 ,
小島 伸治 ,
小林 庄一 ,
小林 幸男,
斎藤 勝弥 ,
斎藤  貞,
坂本  博 ,
佐々木雄太,

佐藤 栄一 ,
佐渡友 哲 ,
志島 学修 ,
新川健三郎 ,

杉山  恭 ,
砂川  _E●

~,

□

医

高瀬 侍郎 ,
高橋 義輛 ,
高柳 先男,
竹田いさみ ,

田中 恭子 ,
谷□ 弘行 ,
崖  爽信
綱川 政則 ,
寺師 睦宗 ,
時津 歓二 ,

大国 ミッ子 ,

大芝  亮 ,
大畠 英樹 ,
岡  俊孝 ,
岡本 三夫,
奥原 唯弘,
尾上 正男,
囲

粕谷  進 ,
加藤 淳平 ,
金田 近二 ,
神山 晃令 ,
河_L 民雄 ,
河村幸一郎 ,

日

本坂順一郎 ,

絹川 二郎 ,
本村 卓司,
□

蔵居 良造 ,
回

高坂 lL尭 ,

小谷 鶴次,
小林 龍夫 ,
五味 俊樹 ,
斎藤  修 ,
佐伯 喜一 ,
坂本 正弘,
佐瀬 LF盛 ,

佐藤 和男,
沢田 Π召夫,
島岡  宏,
新官 降昌
鈴木 沙雄 ,
砂田 一郎,
瀬尾 秀彰
高木誠―̂郎 ,

高橋 裕之 ,
高林 秀雄 ,
滝国 大郎 ,
竹前 栄治 ,
田中 誠一 ,
玉川 浩紀 ,
図

恒川 恵市
寺本 康俊
徳永 博囲,

大熊 忠之
大田 一男
大林 洋五
緒方 貞子
岡安 勝次
小倉 充夫
小城  岡1
柿沼  徹
片桐 庸夫
加藤信之介

神川 正彦
亀井  紘
川田  侃
姜  吉泰
木内 信胎t
ゴリ|1  均

金  三奎
木村  汎
車間秀三郎

蔵重  毅
黄 昭 堂
河本 清子
小谷豪治郎

小林美智子

小森 義峯
斎藤 元一
坂井 秀夫
桜井 光掌
佐武 武彦

佐藤 幸男
沢田4ル テ

首藤 素子

因

鈴木 良一
須之部量三

図

高木  誠
高橋 通敏
田_L LL良い

田北 亮介
龍沢 邦彦
田中 靖政,
玉沢徳一郎

柘山 尭司
角田 英明
□
戸波 徹雄

冨田 寿郎 ,

長井 信一 ,

中川  融 ,
中嶋 嶺雄 ,
永橋 弘介 ,

楢原 孝俊 ,
□
西村  仁 ,

図

野村乙二朗 ,

野呂 玲子
長谷川 毅 ,

初瀬 龍平 ,
英  修道
林  茂保 ,
原 千香子 ,

坂野 ■L高 ,

彦山 一大 ,

平井 友義 ,
広井 大三 ,
福田 茂夫 ,

藤牧 新平 ,
占田 元夫
細谷 千博 ,
本間 長世 ,
増田  弘 ,
松メ|1 克彦 ,

松本 博一 ,

丸山 直起
水上  一 ,

皆川 修吾 ,

三宅喜二郎 ,

宮里 政玄 ,
牟田口義郎 ,

村田 克己,
元川 房三:
森田 茂彦,
柳生 正文 ,
藪野 祐三,
[1目  定,
山田 政治,
山本 靖幸 ,
国

芳川 俊憲 ,

乗  浩子

□

□

富田 広士 ,
永井陽之助 ,

中川原徳仁 ,

中曽根康弘,

中原喜一郎,

奈良本英佑 ,

西川  潤 ,
西本 忠治
野崎 伸六 ,
野村 泰三 ,
困

長谷川優子,

服部  実 ,
羽場久泥子,

林  建彦 ,
原  正行 ,

馬場 仲也
菱谷荘治郎 ,

平田 好成 ,
広瀬 靖子
藤井 昇三 ,
二村 久則 ,
困

細谷 IF宏 ,

本卜      青日

増田 祐司,
松下  洋 ,

真鍋  一 ,
□

水谷 大介 ,
箕輪 成男,
宮崎 繁樹,
二輪 公忠
村上 公敏,
lbl松  紘行
百瀬  宏 ,
森田 英之
安岡 昭男 ,
山極  晃 ,

山田 進一 ,

山本 武彦 ,
カッ・H・ヤンク・

場  合義 ,
吉川  宏 ,

日

憶山 道雄 ,
渡辺 昭夫 ,

豊下 楢彦  □
長尾  悟,中 岡 三益
長崎 博昭,仲里  譲

永野慎一郎,永野 信利
中村 吉男,中山 治一

中連 啓示,南村 隆夫
西原  正,西原 森茂

困    根無 喜一

野田 宣雄,野林  健

野村  実,野 昌  顕
萩原 宜之,蓮見 博昭
秦  郁彦,波多野 勝
ロジャー・バックレイ,

浜口  学,浜谷 英博
林  忠行,原  栄吉
原口 邦紘,原田 清雄

□   東 真I里子
日比野正明,2馬  汝城

平野健一郎,平間 洋一

□   深谷
'商

雄

藤井  昇,藤野  彰
グレン・ フック,

足野 昭吉,星野 英一

CP.ホラック,堀江浩一郎

□    前田 康博

松井 弘明,松岡 八郎

松本 二郎,松本 重治
間宮 茂樹,丸山 繁郎
三浦 徹明,三浦 信行
三谷太一郎,三橋 利光

宮内 邦子,三宅 正樹
宮崎  孝,宮崎 英隆

□  武者公路公秀
村島  滋,村瀬  享
□  毛里 和子
森  祐二,森川  純

□    八木沢三夫

柳沢英二郎,矢野  暢

山ロ ー之,山 口 圭介

山田 辰雄,山 田  浩

山本  登,山本  満

□   ,由 井大三郎

横山 恵一,義井  博

吉川 洋子,吉村 健蔵

李  慶意 ,李  錫寅
ロイ。ロックハイマー

渡辺 茂己
博 ,
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30周 年記念号資料正誤表 新 入 会 員 (10′1 17FI TT事 会承詢

記念出版小委員会主任 木  戸    翡

倉1立 30周年記念号
上`
|え和と安全―――日本の選択Jの 刊

行に対する会員御‐́同の多人な御助力に感謝いたします。

ただ,私ど 4)の 手落ちによる小さなミスが多く見つかり

ました。なかでも第 3部資料篇は,資料としてあとに残

りますので, その部分の正誠t表をここに掲載します。関

係各方面1に お詫びしますとともに,今後もミスにお気付

きの場合は御教示下さいますようお願いします。

p.182  ド段 2行 日 (誤 )ロ イ 。ブライス

(正 )ロ イ 。ブライス

p.194 L段 春季研究会 (誤 )り 1治学院大学
(正 )明治大学大学院

p.210 11段 11行 日 (誤 )L.パ ストゥジアーク

(J工 )L パストゥシアーク
p.214 上段後から2行日「森格外務政務次官登場の

政治経済の史的請問題」の後の「の」をとる。

p.232 卜段 17行 日 (誤 )デスカッサ ント井上一却l
編 集 後記

(正 )デ ィスカッサント井上―明

p.233 _L段第 2)」 のタイトル (誤 )日 本外交と新安   本年最初の
~ニ
ュースレターコをおギ|テ tヽ たします。

保条約 (正 )日本外交の分析 本号は,昨年10月 に開催された秋季研究大会の概況を中
p.234 ド段第49号 の編集責任者 (誤 )|[|「 ]土介    ′ら、に編集いたしました。 (なお,永井,ホルスティ.ス

(正 )菊井祀次

くお詫びと訂正>

に訂正させていただきます。

p 2 右段終りから18行 日

マード氏のコメントでは,ア ジアの民族主

義をどう位置づけるべきかという点や,日

本の “触媒 "的役割の意味付けなどの問題

点が指摘されたが」

p.4 三十周年記念国際シンポジウムプログラム中の

第一日 第一セッション

(誤)司会者  上智大学教授  緒方貞子
(正)司会者  東京大学教授  渡辺昭夫

::: 薯重1瞑 :3行日ま
=鷲
量na氏 }

(正)E.R.サ ンタ・ ロマーナ氏

トレンジ三氏の記念講演の内容については,『中央公論」

1987年 2月 号に詳しく紹介されております。そちらの方

もご参照 ください)。 学会30周 年記念事業募金について

レイアゥトがいささか窮屈なものになってしまいました。

お詫び申しあげます。研究分科会の近況にかん しては,

(伊豆見 )
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日本 国 際 政 治 学 会
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〒 114 東京都北区西ケ原 4-51-21

東京外国語大学 中嶋嶺雄研究室内
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発行人 宇野 重昭
編集人 中嶋 嶺雄
印刷所 東洋出版印刷株式会社

Fニ ューズレター』No 37の 文面に関 し,以下のよう  の御報告と御礼を記載いたしましたが,紙幅の関係上 ,

(誤 )「五百旗部会員が,ザカリア・ハジ・ アマ  次号で詳報の予定です。
―ド氏のコメントでは, アジアの民族主義

をどう位置づけるか, 日本の “触媒 "的役   <ニ ューズレター委員会>
割の意味なとが指摘されたが」 中嶋嶺雄 (正 ),毛里和子(副 ),宇佐美滋 ,

(正 )「五百旗部会員およびザカリア・ハジ。ア      伊豆見元,井尻秀憲,矢島文絵(編集事務)

-8-


